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５月31 日（日）第VI会場　午前9 :30 ～12 : 00

mm に軸 する食用油の被服への飛散状艶について
オイiレ･ ブ1レー砥

共立な短式 ○高野倉睦子・新野鈴植 民二沈女八家政 神ふ懲三

<E1　 的 〉 求庭内労働に糾 するワ ー考ンツカi マ一には. 皮膚鰹保纏し作業しやすく，

耐熱性で沈浄が珊易であることlが誉まされり。一般に掃製品／）サロンエフ・ロンや割烹,羞が

便m さ以ているが，こ1べり の見地かりの欣討刀ヽ cあまりなされていないように略われり。

本療では，家庭内労働の中で特に調理時ダ）被服の油汚 れについて把振  る＼こめに, 油量

の蕪なる3 種類の捕理（ 塙げもの，炒めもの ）^ ゐヽ々一定永件で吸施し，この時の油の飛

散の範 ＼や量についてオイlレ・r ＼レー法で測走し. 筰討しre 。

〈 が'Ay   気遣a^x ，濯耀:bび‰圖の劃

，下腿部，上腕. 前腕 ）乙作業りの周囲に試料t 貼付しに。調理劃

用し. ゐ々一定 希件で行い，調理m 分に試 料求面に一定量のオイiレ，フ’ル ーを散卯しに

オわレ ，プlレーは試料に付着しrこ油と反応して青 色に愁色-^ ね。試料をきらに洲埼間放置

し. 発色面績乞自動面検計にて剥定し。発色部位乙そ,ﾀ）゙量を検 曼緑により求めrこ。被験港

ば体 持の近似 しrこ･な:子牟お 色蔵んだ。

く結 果 ） 油の使哨奮。今い楊げ も朗 ま油遥がたき（ ，他と比較して作東台周辺の汚 れ

が系しい債 司にあ 。r-。一方使用量のケなレ瀞 力b･ のは油遣 の尺芦さが直栓/m 和隻乙非

に小さ乙，特に前腕の･汚外が柴鳶であn  T=。これりの幼蔵かり，調理時のワー宍ンケ呻i

フーほ捧幹邨ばかりでな ＜, 上肢も械覆す りこt-が望ましい乙考丸る。特に，お ーの油 色
使用^ り場合は皮膚 の保縛Y: いうｊ、｡り̂も不可たであり 。まrこ，火 色ｲ史明t りにめ衆暫な

郡位がなく，耐邨性であろこ乙/1L 奪性 芭再確認しに。


